


時
代
を
超
え
、
い
ま

生
誕

1
0
0

年
乞
迎

彼
の
代
表
作
に
し
て
最

日
本
映
画
界
が
誇
る
最

つ
い
に
映
画
化
!

宰
治
。

ャ
ス
ト
に
よ
っ
て

切
な
く
哀
し
い
男

美
し
い
女
た
ち

l
l

究

主
人
公
は
、
幼
少
期
よ
り
自
意
識
に
ま
み
れ
、
世
間
と
う
ま
く
な
じ
め
な
い
青
年
・
葉
蔵
。
不
安
や
迷

い
を
抱
え
な
が
ら
紡
偉
う
彼
が
'
向
か
う
の
は
、
い
つ
も
酒
で
あ
り
、
そ
し
て
惑
友
と
女
た
ち
だ
っ
た
口

利
那
的
な
生
活
に
彼
を
誘
う
友
人
、
堀
木
。
彼
と
の
付
き
合
い
の
な
か
で
、
下
宿
先
の
娘
、
カ
フ
ェ
の

ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
!
の
女
性
記
者
、
そ
し
て
タ
バ
コ
屋
の
純
真
な
娘
と
の
結
婚
:
・
。
さ
ま

ざ
ま
な
女
た
ち
と
の
恋
に
身
を
投
じ
な
が
ら
、
葉
蔵
が
た
ど
り
着
く
先
に
は
、
一
体
何
が
あ
る
の
か

l
!
?

自
由
奔
放
で
あ
る
と
同
時
に
、
孤
独
を
抱
え
き
れ
ず
、
弱
さ
を
露
呈
し
て
生
き
る
葉
蔵
。
や
る
せ
な

い
ほ
ど
世
間
に
、
そ
し
て
恋
に
翻
弄
さ
れ
る
男
の
心
の
初
復
を
描
く
本
作
は
、
混
迷
の
現
代
に
も
が
く

人
の
共
感
を
引
き
寄
せ
て
離
さ
な
い
か
魂

H
の
バ
イ
ブ
ル
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
に
惹
か
れ
て
い
く
女
た
ち
、

男
た
ち
と
の
関
係
が
せ
つ
な
く
心
に
響
く
、
究
極
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

新
た
な
る
衝
轄

キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
広

結
!

葉
蔵
を
演
じ
る
の
は
、
映
画
初
出
演
に
し
て
初
主
演
を
飾
る
生
田
斗
真
。
こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を

覆
す
難
役
に
挑
み
、
女
の
み
な
ら
ず
向
性
を
も
惹
き
付
け
る
カ
リ
ス
マ
的
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
葉
蔵
を

演
じ
き
る
。
彼
を
い
と
お
し
み
な
が
ら
も
、
憎
し
む
・
・
複
雑
な
感
情
を
む
き
だ
し
に
見
せ
つ
け
る
悪
友
・

堀
木
役
に
伊
勢
谷
友
介
。
原
作
に
は
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
タ
タ

i
k

し
て
登
場
す
る
詩
人
・
中
原

中
也
役
に
は

V
6

の
森
田
剛
。
そ
し
て
、
葉
蔵
と
修
く
も
美
し
い
恋
一
獲
を
繰
り
広
げ
る
女
た
ち
に

は
、
寺
島
し
の
ぶ
、
石
原
さ
と
み
、
坂
井
真
紀
、
小
池
栄
子
、
室
井
滋
引
込
代
、
三
田
佳
子
ら
名
だ
た

る
女
優
陣
が
集
結
。
監
督
は
「
赤
目
四
十
八
瀧
心
中
未
遂
』
の
荒
芳
輝
撮
影
に
は
米
・
ア
カ
デ

外
国
語
作
品
に
輝
い
た
「
お
く
り
び
と
」
の
、
浜
田
毅
が
参
加
る
。

ご
司
、

E
E
'

公
開
は

2
0
1
0

年

2

月
。
あ
な
た
は

文
饗
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
『
人
間
失
格
」
で
、

1
0
1

年
目
の
〈
見
た
乙
と
の
な
い
太
宰
の
世
界
〉
を

す
る
乙
と
に
な
る

l
l

。
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